
吸光度測定

◦	可視光域（400～660nm）の吸光度測定はおまかせ！
◦	手のひらサイズ（150×70mm）、ポータブル
◦	スマホ/タブレットで簡単操作
◦	カイネティクスモード（連続自動測定機能）

ヤマト科学

¥98,000（税抜）

吸光度計	PiCOEXPLORER（ピコエクスプローラー）

PAS-110-YU

必要サンプル量

30µL

◦	カラー液晶タッチスクリーン搭載モデル。グラフ表示で経時変化も分
かりやすく可視化

◦	独自技術（特許第4054245号）により、直径3mmのガラス2重電極を実現
◦	50µLから測定可能な温度補償センサ付pH電極
◦	温度センサを応答部すぐ近くに配置し、温度応答を高速化

堀場アドバンスドテクノ

¥250,000（税抜）

卓上型pHメータ（マイクロT
タ フ
oupH電極セット）

F-72M 

【カイネティクスモードによる測定事例】
【200µL容量PCRチューブ（PiCOEXPLORER用）で測定可能】NaCl添加による金ナノ粒子の凝集（R/Bセンサの経時変化）

データ提供：東京理科大学教養教育研究院葛飾キャンパス教養部
　　　　　　同大学大学院先進工学研究科マテリアル創成工学専攻 准教授 秋山好嗣先生

表示の切替は、指先で画面をスライドするだけ

デジタル グラフ アナログ
スワイプ スワイプ

pH値の経時変化をグラフで見られる
操作手順

200µLのPCRチューブを用いてサ
ンプルをセット（最小必要量：30µL）

Bluetooth接続したスマホ/タブ
レットで操作開始

必要サンプル量

50µL

pH測定

その 希少サンプル のスケールアップは、もう 不要 です！

吸光度測定吸光度測定と、と、pH測定pH測定がが
わずか50µLでできるわずか50µLでできる！！

電極のみ購入したい方は
マイクロ ToupH 電極（9618S-10D）

¥50,000（税抜）
実寸大

20.73mm

Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ

金ナノ粒子

PiCOEXPLORERをを用用いいたた
金金ナナノノ粒粒子子溶溶液液のの測測定定

概要

実験手順 ① 0.2 mL PCRチューブに純水22 μL入れた。
②金ナノ粒子溶液（20 nM）を10 μL加えた。
③ NaCl溶液（5 M）を8 μL加えた。（Total volume: 40 μL）
④カイネティクスモード（連続自動測定機能）で測定した。
⑤時間経過による吸光度比率（カラーセンサRed/Blue）変化のグラフを作成した。

※カラーセンサRedの検出する波長域：575～660 nm
※カラーセンサBlueの検出する波長域：400～540 nm

PiCOEXPLORERを用いて、金ナノ粒子溶液の吸光度変化を測定した。

実験結果 2種類のカラーセンサで測定した吸光度比率の変化より、金ナノ粒子の自発的な凝集に対する経時変化を簡
便に追うことが可能になった。

測定協力先
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図. NaCl添加による金ナノ粒子の凝集 :（a）R/Bの経時変化, （b）NaCl添加前後の色調変化

東京理科大学 教養教育研究院 葛飾キャンパス教養部・同大学大学院先進工学研究科 マテリアル創成工学専
攻 准教授 秋山好嗣先生
東京理科大学 先進工学部 マテリアル創成工学科 教授 菊池明彦先生

測測定定者者かかららののココメメンントト
東東京京理理科科大大学学大大学学院院 先先進進工工学学研研究究科科 ママテテリリアアルル創創成成工工学学専専攻攻 菊菊池池研研究究室室／／修修士士2年年 高高橋橋雄雄大大 様様

金ナノ粒子溶液の色変化を吸光度から評価するために使用しています。電源を入れてすぐに使用でき、数十μLのサンプルを

希釈せずに測定できるため、今までの光源が安定するまでの待機時間やサンプル調製の必要がなくなり、実験がスムーズに
進むようになりました。PCRチューブを光路に置くだけなので、セルを洗浄する手間も省けています。
PiCOEXPLORERを使用して、2秒毎の連続測定から得られたデータより、以前は目視で評価していた溶液の色変化のタイミン

グを正確に把握することができました。空いているスペースに持ち運び、測定からデータ整理までを一貫して行えるので非常に
助かっています。
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②測定①サンプルセット

吸光度測定とpH測定
どちらもするなら

この組合せ！

200µLのPCRチューブを
そのまま使える

×
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注意

筑 波 (029)852-3411
川 崎 (044)540-3751
北 陸 (076)443-8603

＜国内営業・サービス拠点＞

広 州
ケルン

重 慶
西 安
上 海

東 莞

サンフランシスコ
北 京

＜海外拠点＞

お問い合わせは、信用とサービスの行き届いた当店へ

北関東 (048)642-2569
横 浜 (045)828-1631
京 滋 (075)343-7201

千 葉 (043)241-7085
厚 木 (046)224-6911
関 西 (06)6101-3112

札 幌 (011)204-6780
東 京 (03)5548-7126
長 野 (026)291-6001
広 島 (082)221-0921

仙 台 (022)216-5701
東京北 (03)5939-4761
静 岡 (054)653-0510
山 口 (083)974-4760

前 橋 (027)280-4650
東京西 (042)352-3211
名古屋 (052)202-3051
福 岡 (092)263-7550
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本 社 〒104-6136 東京都中央区晴海1-8-11晴海トリトンスクエアY棟36階

お客様総合サービスセンター

● 携帯電話からは 0570−064−525
 0120-405-525

● 受付時間 9:00〜12:00、13:00〜17:00 土日祝除く

ヤマト科学ウェブサイト

www.yamato-net.co.jp
● メールでのお問い合わせはヤマト科学ウェブサイトより

受付しております

主な仕様
吸光度計PiCOEXPLORER
型式 PAS-110-YU
商品コード 300010
光源 白色LED
検出部 カラーセンサ

Red
最大感度波長 615nm、
波長域 575-660nm

カラーセンサ
Green

最大感度波長 530nm、
波長域 455-630nm

カラーセンサ
Blue

最大感度波長 460nm、
波長域 400-540nm

対応スマートフォン·
タブレット

Android5.0以上、
 iOS 9.1 以降

対応PCR チューブ キャップ形状：フラット型
容量：0.2mL

電源容量 単4電池×3本
外寸法 W150×D70×H30mm
重さ 200g
価格（税抜） ¥98,000

型式 LAQUA F-72M
商品コード 3200619152
セット内容 F-72本体、マイクロToupH電極(9618S-10D)、

pH標準液セット(101-S)、電極スタンド
測定項目 pH、ORP、イオン
測定範囲 pH 0.000～14.000(校正点5)

ORP -1999.9～1999.9mV
温度 0.0～100.0℃
イオン 0.00～999µg/L(mol/L)

使用温度範囲 0～60℃
内部液 ＃300（KCl）
外部出力 プリンタ、PC、アナログ、USBメモリ
電源容量 AC100～240V·50/60Hz
外寸法 W170×D73×H174mm
重さ 700g
価格（税抜） ¥250,000

卓上型pHメータ（マイクロpH電極セット）

関連製品
さらに低価格のpHメータをお探しなら

こちらがオススメ

◦	エントリーモデルのモノクロ卓上型pH計
◦	最小50µLで測定可能なマイクロToupH電極も
接続可能

◦	表示分解能：少数第2位まで
◦	スタンドと一体型でコンパクトな設計

堀場アドバンスドテクノ

¥98,000（税抜）

卓上型pHメータLAQUA
PH-SEパッケージ

pH・電気伝導率測定を自動化したい場合
こちらがオススメ

◦	専用のロングToupH電極を使用し自動測定可能
（マイクロToupH電極とPCRチューブでは測定で
きません）

◦	pHは120検体、電気伝導率は49検体まで配置可能
◦	シャワーによる電極洗浄や校正を自由に設定可能

堀場アドバンスドテクノ

¥1,190,000（税抜）～（本体のみ）

卓上型LAQUA用オートサンプラー
CHS120NA

LAQUA用オートサンプラーの温調には
こちらがオススメ

◦	LAQUA用オートサンプラーの温調ユニット（オ
プション）用に最適

◦	アクシデントにより流路が閉鎖された場合でも、安
全に停止しポンプ故障を防止（フローセンサー採用）

◦	流量調整バルブで循環水量を適正に調整可能

ヤマト科学

¥331,000（税抜）

外部開放系循環装置クールライン（チラー）
CLH302

Q&A
pH測定の後に、同じチューブで吸光度測定もできますか？Q

pH測定時にサンプル内へ微量の内部液が漏れ出すため、pH測定を先に行う場合は吸光度測定用に別のチューブをご用意いた
だくことをお勧めします。


